


●J=の種類と量
自然環元できるゴミ
備 えるゴミ〉

自赫 できないコミ
鎌 えないゴミ〉

計画的に
●ゴミの排出量

●家庭の野菜くず、野山の木廃材など

水質汚濁などによる漁業被害の原因

●陶磁器、ガラスピンく廃プラスチック・ビニールなど

漁場の効用低下。漁具被害の原因

集 め られ 処 理 され るゴ ミの 量 (日常生活に伴つて生ずるごみ)一

● 1日 当りごみの総排出量

(単位 |.000ト ン)

● 1日 1人当リツト出量
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く事業の内容〉

●漁場環境維持保全事業

廃棄物等による漁業被害を防 l11し 、または水産IIJ

l14物の生育若しくは繁殖に悪影響を与えている障

害物等を除去することにより、1毎や川や湖〕沼の漁

場の保全を図る事業。

★海面小規模保全事業〔沿岸漁場整備開発事業〕

漁場のたい積物を除去し、耕うん及び覆土等によ

り漁場機能及び生産力をFI復する事業。

〈事業の内容〉

●除去、回収、処理事業

モデル水城において、廃棄物の除去、回収及び処

理を行う。

●回収廃棄物の調査・解析

LI収廃棄物の分布、たい積量・種類等をlL握する

とともに汚染源の所在の検討を行う。

●廃棄物回収器具等の開発

廃棄物の効率的除去、回収及び処理方法の検討を

行い、回収器具等の開発を行う。

●啓もう 。普及

廃棄物の不法投棄の未然防止及び漁場環境の保
/1N

について啓もう普及を行う。

695 日こ占£

事業委託

●漁場クリーンアップ試験調査事業のし<み
将来の漁場維持保全の手法を開発する目的をもって、廃棄物のたい積した一定区域において、ゴミ等の

除去回収、処理方法等一貫した漁場清掃の実験 l.業に対し補」りJを 行っています。

(単位グラム )

昭和   40年   41

●ゴ ミの処 理状 況  1日 当り 日研 日53年度実績 (単位トン)
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ゴミは、都道府県・市町オれこよって、それぞれ区分され処理されています。

ゴミの中には、個 人が不用意 に捨てた りして収集・処理 さ

その他
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●水産庁の行っている」
=対
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ごみ公害は全国の自然公園や行楽地でも大きな問題とな

っていますが、漁業にとっては直接的、間接的被害を伴

なう重要な 1司題です。

●漁場環境維持保全対策事業のし<み (昭和46年 より実施)
ごみ公害によって効用の低下した沿岸漁場や内水面漁場の匝1復を図るために、都道府県や市口I村に対し
て補助を行っています。

自然の中に放置され、海や川に流れ込み、漁業公害の発生源となるものもあ



●J=の旅行
人々の不注意や不法投棄によるゴミは、

川を汚し、さらに海に運ばれ、沿岸漁

場に集積 し、あらゆるゴミ公害を引き

おこしています。

水は低きtコ充れるよう

ら海へ と流入します。

も川か

船舶から廃油のたれながし

木陰。暗いところ

J=を り`||″や 海`″に
捨てないで

見ていないところで捨てたゴミも、川や海ヘ

流れこみ、漁業公害をおこしています。

●漁業に対するJ=の影響
川や海へ流れこんだゴミは、風や海流によって特定の場

所へ集積 して、沿岸漁場の効用の低下や、産卵場所
。稚

魚育成場所の荒廃をひきおこしたり、操業中の漁具にか

らんだりして、漁業被害をもたらしています。

港内ゴミ

川から流れ込んだゴミや、釣人など

が不法投棄したビニール袋などのゴ

ミは、特定の場所へ集積して、漁船

のエンジントラブルなどの原因とな

っています。

沿岸のゴミ

海岸に打ち寄せられたゴミは海水浴

場や漁場に悪影響を及ぼしています。

漁具にからんだゴミ

漁具 (刺網 。トロール網等)にからん

だゴミは、漁具をいためたり操業能

率を低下させています。

海獣にからんだゴミ

海に捨てられた梱包バンド、古網な

どはイルカ、オットセイ等海獣にか

らんだりして、llJ物愛護の面で人々

の非難を浴びています。


